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＝有田会長祝辞＝

医学部同窓会長の有田と申

します。昨年の9月に同窓会長

に就任しました。本日は医学

部同窓会長ということで医学

部卒業生の皆さんに医学部同

窓会を代表してお祝いを申し

上げます。ご卒業誠におめで

とうございます。

同窓会の役割を知らない方

がたくさんおられると思いま

す。在学生に対しては、大学

祭や西医体で活躍されたクラ

ブへの支援や卒業生に同窓会

長賞の授与などを行っていま

す。同窓会は卒業生の集まり

としては親睦がメインですが、

母校は「近くて遠い」存在で

す。同窓会では入学時に入会

をお願いしていますが未だ何

名かの方に入会していただい

ていません。

皆さんは今日卒業されたわ

けですが、6年間机を並べて一

生懸命頑張った仲間と一緒に

入れる会は同窓会しかありま

せん。もちろん他大学の医局

や研修病院に入られる方もい

らっしゃいますが、母校に対

する愛情は持ち続けていただ

きたいと思います。 皆さん

は医師国家試験に合格されこ

れから医師としてスタートを

切るわけですが、その数字だ

けが大学の評価ではなく、20

年後、30年後に皆さんがどの

ように社会に貢献されたのか

が大学の評価になると思いま

す。そしてその成果が分かる

のは同窓会を於いてないと思

います。

皆さんにはぜひ医師として

納得する医療を行っていただ

きたいと思います。そのため

には、信頼をしてもらうこと

が大切です。どうしたら信頼

が生まれるか？何ら対価を求

めないで人として、患者さん

とどれだけの時間を共有する

ことができたのかのよるので

はないかと思います。

皆さんが6年間机を並べて勉

強し、ともに食事をする関係

を築いた同級生と10年、20年

たって会った時にもそれだけ

で信頼関係が生まれます。

同窓というのはすごく大事な

ものだと思いますのでこの絆

を大切にしていただきたいと

思います。そして大学には同

窓会があり、多くの先輩が活

躍されています。同窓会と共

に母校の発展を支えていただ

きたいと思います。本日はご

卒業おめでとうございます。
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和歌山県立医科大学平成28年度卒業式・修了式

平成29年3月21日（火）午前10時より学生課長の会式宣

言により平成28年度卒業式・修了式が執り行われた。

岡村吉隆理事長・学長の学位記授与、式辞に続き来賓の県

知事、議会議長代理、県医師会長代理、県看護協会会長の

祝辞と会は進み知事賞授与、学長賞授与、在学生送辞、卒

業生答辞・記念品が贈られ卒業式・修了式は滞りなく終了

した。有田幹雄医学部同窓会長も来賓としてお祝いに駆け

つけた。医学部同窓会便りにより保健看護学部受賞者等は割愛させていただいています。

平成28年度卒業生謝恩会



同窓会長賞授与

同窓会長賞授与

知事賞・学長賞・同窓会長賞

授賞者の皆さんと

乾杯：村垣泰光教授

閉会挨拶

←謝恩会実行委員会の皆さ

んと

豪華賞品をゲット

羽野卓三教授
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平成28年度第3回理事会
去る3月16日生涯研修センター研修室をお借りして午後4

時より平成28年度第3回理事会が開催された。

理事会は、坂口雅宏副会長の開会宣言に続き有田幹雄

会長挨拶、物故会員に黙祷を捧げ協議事項が審議された。

出席された各理事からは活発な討議が行われた。

当日は第三内科学講座の中西正典

准教授に臨席を賜り第17回フォーラ

ムについて説明が行われ、宮下和久

副会長の閉会挨拶で散会した。

協議事項

・平成29年度予算案

・第17回地域医療フォーラムについて

・卒後20年目の和医大でのクラス会

・若手医師学生サポート70と学生支援について

・名簿・会誌発刊について

・ホームページの充実について

・その他

協議事項については全員異議なく承認された。


